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川越市教育委員会教育長 伊藤 明

川越市立高階小学校は、平成26・27年度川越市教育委員会及び川越市教育研究会の委嘱を受け､

「人とのかかわりを大切にし、よりよく生きようとする子どもの育成」を研究主題として、道徳・

特別活動を中心に着実に研究を進めてこられました。本日、ここに研究発表会が開催されますこと

を心からお喜び申し上げます。さて、道徳教育の時間を「特別の教科である道徳」として、小学校

では平成30年4月1日から、中学校ではその翌年から教科化されます。教科化に伴い、今後さらに道

徳教育が学校教育活動全体の真の中核としての役割を果たすためには、道徳教育の目標や内容、指

導法さらには教育課程における位置づけなどについて検討し、さらなる充実を図る必要がありま

す。こうした中、高階小学校におかれましては、道徳、特別活動において、指導法の工夫（発問、

板書、わかる授業の展開）やコミュニケーション能力の育成に取り組んでこられました。授業研究

会では、研究仮説を踏まえ授業の視点を明確に示し、研究協議を行い、実践的な研究を学校全体で

推進されました。その積み重ねの結果として、道徳・特別活動の授業が、充実した授業展開や話合

い活動のもとに全学年で系統的に実践されました。今後も、この研究の成果を生かし、さらに研鑽

をつまれることを御期待申し上げます。御参会の皆様には、高階小学校の研究の意図するところを

十分に汲み取られ、今後の教育活動に生かしていただければ幸いです。

結びに、本日まで熱心に研究に取り組んでこられました井口修一校長先生をはじめ教職員の皆様

のたゆまぬ努力に敬意を表するとともに、御指導御支援いただきました関係各位に深く感謝とお礼

を申し上げ、あいさつといたします。

川越市立高階小学校長 井口 修一

本校では、平成２６・２７年度において、川越市教育委員会、川越市教育研究会の委嘱を受け、「人との
かかわりを大切にし、よりよく生きようとする子どもの育成」を研究主題とし、道徳教育の研究に取り組ん
でまいりました。
これは、子どもたちの「相手を思いやる心」や「自分の気持ちや考えをしっかり伝える力」を高め、望ま

しい人間関係を築く力を身に付けさせたいという、教職員の強い思いがあったからです。昨年度は、道徳教
育の中心となる「道徳」の授業の指導法の工夫改善を図ることで、道徳的実践力を高めることができること
を学び、埼玉県道徳研究協力校としてその成果を発表しました。また、今年度は副題を「道徳の時間を要と
した道徳教育の充実を目指して」と設定し「特別活動」にも視点をあてた研究としました。これは「道徳」
の授業で育成された道徳性にかかわる実践的・体験的な活動を積極的に取り入れ、充実させることによっ
て、子どもたちの道徳性の育成がより図れるものと考えたからです。
そこで、「道徳」の授業では、授業をつくる視点を掲げ、本時の授業が研究に基づいた発問や展開であっ

たかを常に検証し、子どもたちの内面を高めさせていく指導法を探ってきました。さらに、今後「道徳」
は、「特別の教科である道徳」として位置付けられることを踏まえ、その目標や指導のねらいに即した指導
を考えてきました。また、「特別活動」では、学級活動（１）を中心に話し合い方や折り合いの付け方につ
いて研究を進め、理想の学級・学校生活について前向きに取り組もうとする意識を高めてきました。まだま
だ道半ばの研究ですが、ここで２年間の研究の成果を発表し、皆様から忌憚のないご意見をいただき、さら
に本校の研究を深めていきたいと思います。
結びに、本校の研究を御指導いただきました、ふじみ野市立さぎの森小学校長 榊原 哲也 様、飯能市

立飯能第二小学校長 五江渕 幸子 様、飯能市立富士見小学校教頭 小野 加津美 様、川越市教育委員
会の皆様並びに指導者の方々には、お忙しい中、熱心にご指導いただき、心より感謝を申し上げ、あいさつ
とさせていただきます。



＜学校教育目標＞
なかよく かしこく たくましく
○認め合い・協力・思いやり
○自ら進んで・よく考え・学び合う
○健康・体力・根気・本気

＜研究主題＞ 人とのかかわりを大切にし、よりよく生きようとする子どもの育成

～ 道徳の時間を要とした道徳教育の充実を目指して ～

＜目指す児童像＞
○自分の思いや目標を持ち、表現できる子
・人やものにやさしく、思いやりをもち、助け合いながら共に生きていくことができる児童の育成
○相手の立場に立って考えられる子
・基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を図るとともに、自ら考え、課題を解決する力やコミュニケーション能力、
工夫する力を高め、学ぶ楽しさを味わえる児童の育成

○自ら気づき、考え、行動できる子
・基本的な生活習慣を身に付け、健康安全に留意し、人とかかわりながら、進んで運動することのできる児童の育成

＜研究仮説＞

仮説１
ねらいに含まれる道徳的価値がどのように特別活
動や他の教育活動と関連しているのかを把握し、そ
れを活かした授業を工夫すれば、道徳的実践力が
培われるであろう。

仮説２
全教職員共通理解のもと、学習規律を徹底し、学
習過程をそろえるなど質の高い心に響く授業を展開
すれば、集中力や学習意欲が向上し、道徳性が養
われるだろう。

手立て
＜道徳＞
・発問・指示・説明を明確にした指導
・発問、書く活動、表現方法等の工夫
・道徳と教科等関連の一覧表の作成

＜特別活動＞
・「話合い活動の工夫（折り合いのつけ方、グルー
プやペア毎の話合い）」
・学級における年間指導計画の作成

手立て
・学習規律（姿勢、挙手の仕方、教科書、ノート、筆
箱等の置き方、名前を呼ばれたら返事をする、発
表のきまり等）を全校で徹底
・各教科の学習過程を工夫
・読書活動の推進
・「道徳だより」の発行
・ 「こころの日」、あいさつ運動、無言清掃の取組
・親守詩の取組（家庭との連携）

＜授業つくりの視点・指導の工夫・ユニバーサルデザイン等＞
（１）発問・指示が明確であり、しかも全員に伝えている。
「発問→作業指示→活動→評価・評定」 のサイクルで授業が展開されている。

（２）空白の時間（児童が何もしない、ぼーっとしている）をつくらない。「活動」を数多く取り入れる。
早く活動を終えた子にも、活動の遅い子にも配慮がある。

（３）一度に一つの指示を出している。（一時に一事の原則）
（４）児童の意欲を高め、安心して取り組める指導技術を活用する。
例）見つめる（表情を意識して）、ほほ笑む（笑顔で対応する）、話しかける、触れる（肩、手、頭など）、褒める。

（５）視覚教材・教具を有効的に活用する。

＜保護者の願い＞
・友達と仲良くかかわってほしい。
・きまりを守れる子になってほしい。
・基礎学力を身に付けてほしい。

＜児童の実態＞
・明るく素直である。
・授業に誠実に取り組む。
・自分の気持ちや考えを伝えられない。
・他者の意見や考えに耳を傾けられない。

＜教師の願い＞
・自分の気持ちや考えを言葉で伝
えられるようになってほしい。
・相手を思いやる心を育てたい。
・コミュニケーション能力を育てたい。



本校児童は、素直で明るく、授業に誠実に取り組む子どもが多い。反面大人しく、自分の気持ちや考えを伝える
ことができなかったり、他人の考えや意見に耳を傾けられなかったりする等、相手のことを考えることが苦手な子ど
もも少なくない。昨年度保護者を対象に行ったアンケート調査では、「友達と仲良く関わってほしい」「きまりを守れ
る子になってほしい」などの願いが多くみられた。

このような児童の課題や保護者の願いを踏まえ、本校では、自己表現・自己主張ができ、且つ他者を大切にでき
る児童の育成が必要であると考えた。

そのためには道徳の時間を要とし、子ども達の心をゆさぶり、考えを深めさせる指導を行うとともに、そのことを
活かした話合い活動で、他者を認める（異なる意見を認める等）態度を育てたいと考えた。
さらに保護者や地域との連携を深め、道徳的実践力を高められるよう本主題を設定した。

主題設定の理由

研究を推進するにあたって

研究1年目は、道徳の時間を中心に指導法の工夫を研究することで、自分や友だちを大切にする心を育てるこ
とを目的に取り組んだ。

指導法の工夫とは、①教材提示 ②発問（場面・テーマ） ③話合い ④書く活動 ⑤表現活動 ⑥板書 ⑦説
話 ⑧ユニバーサルデザイン 等である。ユニバーサルデザインとは、発達障害等のある子どもを含め、どの子
にもできる、わかる授業を保証するための指導技術である。授業づくりに特別支援教育の視点を加味するなど、
これらを全職員で共有し、系統的且つ継続して指導を行った。また「こころの日」を設定し、「私たちの道徳」を活
用する時間を設け、研究２年目は、特別活動を加え、学校の教育活動全体を充実させることで、コミュニケーショ
ン能力を育てることをねらいとした。
例えば、様々な教科での話合い活動、あいさつ運動、無言清掃、ふれあいタイム等の取り組みである。
このように道徳、特別活動の授業を中心とし、学校の教育活動全体を通して、ねらいの達成に迫った。

平成２７年度 高階小学校 学校研究組織

教 頭

全 体 研 修 会

◇学年・ブロック会
①低学年
②中学年
③高学年
④特別支援学級

校 長

◇授業研究部会

◇原案作成委員会
校長・教頭・研究推進委員長
研究主任・研究副主任

◇研究推進委員会
校長・教頭・研究推進委員長・研究主任・専門部長
各学年１名（研究主任、専門部長の学年は兼任）

◆調査資料部◆環境整備部
①特別活動
②道徳

◇専門部会



ねらい 道徳教育を効果的に推進するために、道徳の時間や学級活動の指導方法の工夫改善を図る。

終末

展開

導入

特別活動（学級活動）

道 徳

話合いコール

計画委員

クラス全体の話合い活動

4年 東日本大震災の映
像を見て、避難所生活の
実態を知る。

6年 和英辞書を使って
英文を和訳する大変さを
体験する。

指導案の工夫

2年 事前にとったアン
ケート結果を紹介し、実
生活を想起する。

1年 かぼちゃのつるが
伸びる様子を体全体で表
現する。（動作化）

3年 児童が主人公を､教
師が相手役になり､気持ち
を考える｡（役割演技）

こすもす学級 ワーク
シートの表情絵から自分
の気持ちを選ぶ。

5年 自分の考えをワー
クシートに書き、心の成
長記録とする。

4年 教師が紙芝居形
式で範読し、資料をと
らえさせる。

1年 板書は場面絵を活
用し、１時間の流れがわ
かるように書く。

4年 教師の説話で紹介
した詩をしおりにして、
児童一人一人に渡す。

2年 ゲストティーチャー
に心に残る話をしてもら
い、価値を印象づける。

①誰にでも授業が展開できるよう

な形式にし、「発問」「指示」を明確

に示し、「説明」に補助発問や押さ

えるべき指導事項を明記する。

②児童全員が授業に積極的に参

加できるよう、ユニバーサルデザイ

ンの視点を明記する。

事前の活動

本時の展開

事後の活動

◎道徳と学級活動の「学級における指導計画」を作成し、学級経営に活用できるようにした。

黒板の活用

・計画委員会の児童が中心に活動
する内容と学級全員で活動する
内容を明確にする。

・提案理由を意識して賛成、反対
の意見を述べる。

・折り合いをつける工夫をする。

・協力して準備、実践する。
・振り返りカード等を使って、評
価をする。



児童集会「あいさつ３
択ラリー」で全校にあさ
つを呼びかけた。

「自分と友だちを見
つめるコーナー」を学
年掲示板に設置し、
自分と友達の関わり
を明確にした。

低・中学年はわか
りやすく覚えやすく、

高学年は集団と個
人の思いが連動され
るように設定した。

昨年度から児童会のスロー
ガンはあいさつをテーマに作
成した。

あいさつを通して、人との関
わりやつながりを意識させた。

道徳を中心に

特別活動（学級活動）を中心に

①副読本の場面絵作成及び保存 ②教室の道徳コーナーの設置

③「こころの日」の設定（「私たちの道徳」の活用） ④道徳だよりの発行

⑤「笑顔の花」の設置
⑥道徳と教科等の関連一覧表の作成

副読本の場面絵を

全て印刷し、授業で活
用できるようにした。
保存場所は職員室

隣の棚にし、学年ごと
にまとめて保管した。

毎月第４月曜日の
朝１５分間、児童は
「私たちの道徳」の好
きなページを読んだ
り書き込んだりして、
自分の心を見つめ向
き合っている。

学期に１回、道徳
の授業風景や朝会
の様子を掲載して、
家庭・地域に配布し
ている。

道徳と教科等との
関連一覧表を作成
することで、各教科
の単元や学校行事
における道徳的価
値が明確になった。

①学級目標の掲示 ②心を育てる取組

③学習環境の整備
「話合い活動」の充実に向け、系統性を考えた話合いグッズを作成した。

児童の
ワーク
シートや
学習内
容を掲
示する。

各クラスの児童の写
真を本校の研究の流
れとともに校長室前に
掲示した。

児童もよく通る廊下
なので楽しそうに眺め
ている。



アンケート結果

具体的な取組

（１）６月に自分の生活の様子を振り返るアンケートを全学年で実施、集計し、児童の現状を把握する。
（２）各学年研究授業終了後、同内容のアンケートを各項目で９月に実施、集計し、現状と昨年度と比較考察する。

（３）各学年研究授業で語った教師の説話や動画資料等を収集する。
（４）本校の親向けのあいあいカードと比較をする。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２６年度

全校 ２７年度

１．物を大切にしていますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２６年度

全校 ２７年度

２．係や当番の仕事を責任をもってやっていますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２６年度

全校 ２７年度

３．素直にあやまることができますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２６年度

全校 ２７年度

４．友だちを責めないで許すことができますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２６年度

全校 ２７年度

６．相手の気持ちを考え、優しい言葉遣いができますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２６年度

全校 ２７年度

７．友だちに思いやりの心をもって親切にしていますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２６年度

全校 ２７年度

８．素直に「ありがとう」と言えますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２６年度

全校 ２７年度

５．自分から挨拶をすることができますか。

・２６年度に比べ２７年度の調査では各項目で全体的に「できている」と回答した児童の割合が増えた。しか
し、項目によっては学年で差が見られるので、各学年の実態に合わせた指導が必要となると考えられる。

・「物を大切にしている」「係や当番の仕事を責任をもってやっていますか」の項目で「できている」「どち
らかといえばできている」と回答した児童が９割を超えた。しかし「素直にあやまることができますか」で
「できている」と回答した児童の割合が低いので、ソーシャルスキルとして指導していく必要がある。
・「友だちを責めないで許すことができますか」の質問に対し、「できている」と回答した児童が昨年度と比
べ増えた。しかし「相手の気持ちを考え、優しい言葉遣いができますか」の質問に対しては「できている」
と回答した児童の割合が低くなっている。自分の思いを言葉や行動に表す実践力をさらに高めていく指導が
必要になると考える。

・「自分から挨拶することができますか」の質問に対して、「できている」と回答した児童は、他の項目と比
べ低くなっている。授業はもちろんだが、様々な教育活動を通して挨拶の意義や大切さについて、継続して
指導していく必要がある。

アンケートの凡例

考 察



＜成 果＞
○道徳・特別活動の授業を全学年で系統的に指導を行うことができた。

○道徳の時間の「指導法の工夫」（「発問・指示・説明を明確にする」「発問の工夫（場面、テーマ）」
「ワークシートの工夫」等）全職員で共有し、指導に生かすことができた。

○授業で活用する「場面絵」「ワークシート」等を保管することで誰でも資料の充実した授業を展開するこ
とができた。また、児童は、授業で活用したワークシートを道徳ノートに綴じ込むことで、自分の考えを
振り返ることができた。

○様々な教育活動（掲示物、あいさつ運動、「こころの日」、親守詩の取組等）を充実させ、人とのかかわ
りやつながりを意識させることができた。

○話合いグッズを学年で統一し、話合い活動の基本型を示すことにより、充実した話合い活動ができた。

＜課 題＞
○平成３０年度からの「特別の教科 道徳」に向けて、さらに指導法・評価の工夫（児童が課題の発見と解
決に向け、主体的・協働的に学ぶことができる等）に取り組む必要がある。

○学校の教育活動（家庭・地域等の身近な方とふれあう体験活動等）を充実させ、児童の豊かな心や道徳的
実践力（人間としてよりよく生きていく力）を育んでいく必要がある。

○児童に話す・聞く力を身に付けさせ、さらによりよい人間関係を築かせる必要がある。

研究に携わった教職員

【平成２７年度】
井口 修一 増尾 政明 小峯 学 合田 和美 菅原 佳奈 武島 英子
白石佳代子 栗原ルミコ 新井 真理 宮下 眞衣 藤巻 桃子 古内 彩子
奥平 展子 猪又 洸平 栗原 知也 荒 佳乃美 関口 孝志 清水友莉子
井上 慎二 植原 孝弘 福満 芳枝 深山 公介 山田 正利 成石 陽子
吉田 隆秀 小暮 一宏 山口 顕子 吉田美智子 三嶋キヨミ 神谷内博子
藤村 信広 荒島 益子 石野 道子 益田真知子 小林真貴子

【平成２６年度】
田中 巌 櫻 圭 清水 光明 中瀬 寛子 築地 薫 森谷 翔太
山田万紀惠 内田 暁生 滝澤 典子 菅野 智也 白石 大雅 井澤 剛宏
吉野ゆかり 有馬 崇久

御指導いただいた先生方

川越市教育委員会学校教育部長 小林 英二 先生

川越市教育委員会学校教育部副部長兼教育指導課長 佐野 勝 先生

川越市教育委員会学校教育部参事兼教育センター所長 小熊 利明 先生

川越市教育委員会学校教育部教育センター副主幹 冨山 和幸 先生

川越市教育研究会長 浅見 一広 先生

飯能市立原市場小学校長 五江渕幸子 先生

ふじみ野市立さぎの森小学校長 榊原 哲也 先生

飯能市立富士見小学校教頭 小野加津美 先生

川越市立南古谷小学校主幹教諭 藤井 隆之 先生

川越市立高階西小学校主幹教諭 堀口 雪子 先生


